
比べてみよう！

「広報とうかい」に
ユニバーサルデザインフォントを採用しています！

見本

濁点･半濁点を見やすく設計 空間を大きく配置

斎
藤
博
士
は
、
旧
制
第
二
高
等
学
校
、
東
京
帝

国
大
学
を
卒
業
後
、
京
都
大
学
の
助
手
、
朝
鮮
総

督
府
の
慶
州
博
物
館
を
経
て
、
昭
和
22
年
文
部
省

文
化
財
保
護
委
員
会（
現
文
化
庁
）に
移
り
、
わ
が

国
の
戦
後
の
文
化
保
護
を
推
し
進
め
た
第
一
人
者

で
あ
る
。

博
士
と
茨
城
県
内
の
遺
跡
と
の
関
わ
り
は
、
昭

和
30
年
の
行
方
市
三
昧
塚
古
墳
の
調
査
に
始
ま

る
。
そ
の
後
は
県
史
編
さ
ん
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と

な
り
、
考
古
学
編
の
総
括
責
任
者
で
あ
る
と
同
時

に
、県
立
歴
史
館
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。

１
９
８
６
年
12
月
、
茨
城
大
学
人
文
学
部
は

博
士（
当
時
、
78
歳
）に
、「
東
ア
ジ
ア
の
壁
画
古

墳
」と
題
す
る
集
中
講
義
を
お
願
い
し
た
。
高
齢

に
も
か
か
わ
ら

ず
、
早
朝
か
ら
午

後
ま
で
、
学
生
た

ち
に
貴
重
な
拓

本
や
資
料
を
示

し
た
講
義
を
し

て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
素
晴
ら
し

い
講
義
を
私
も

拝
聴
し
た
。

最
終
日
の
12

月
18
日
は
、
午
後
か
ら
の
講
義
を
止
め
、「
東
海

村
下
ノ
諏
訪
横
穴
群
」を
案
内
し
た
。
こ
の
横
穴

は
墳
丘
状
の
マ
ウ
ン
ド
を
有
す
る
点
で
重
要
と
い

え
る
。村
教
育
委
員
会
の
文
化
財
係
長
も
同
行
し
、

３
人
で
小
さ
く
狭
い
横
穴
内
に
入
り
、
博
士
に
壁

に
描
か
れ
た
稚
拙
な
線
刻
画
の
真
意
を
確
認
し
て

も
ら
っ
た
。
画
題
は
大
半
が
人
物
画
で
、
西
側
壁

下
に
龍
の
よ
う
な
図
像
が
確
認
で
き
た
。
私
は
後

世
の
落
首
で
あ
ろ
う
と
案
内
し
た
が
、
博
士
は
龍

の
よ
う
な
図
像
を
の
ぞ
い
て「
茂
木
君
こ
れ
は
い

い
で
ね
え
の
…
」と
、
東
北
弁
の
ア
ク
セ
ン
ト
で

大
変
喜
ん
で
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
先
生

は
特
に
、
奥
壁
の
人
物
画
は
７
世
紀
ご
ろ
の
も
の

で
あ
ろ
う
と
話
し
て
い
た
こ
と
を
書
き
添
え
て
お

き
た
い
。
こ
の
後
、
博
士
に
須
和
間
遺
跡
、
権
現

山
古
墳
等
を
案
内
し
て
、
私
た
ち
は
夕
方
水
戸
の

宿
舎
に
帰
っ
た
。

そ
の
後
、
壁
画
の
正
式
な
調
査
を
行
う
機
会
は

な
か
っ
た
。
後
日
こ
の
付
近
に
村
営
の
霊
園
が
造

成
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
際
に
、
進
入
道
路
計
画
の

予
定
地
と
さ
れ
た
も
の
の
、
博
士
の
発
言
が
重
視

さ
れ
、
計
画
の
一
部
が
変
更
さ
れ
、
現
在
も
保
存

さ
れ
て
い
る
。

な
お
博
士
は
２
０
１
３
年
７
月
21
日
、
105
歳
で

天
寿
を
全
う
さ
れ
た
事
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

茂
木

　雅
博

土
浦
市
立
博
物
館
館
長

ふ
る
さ
と
歴
訪

～
歴
史
を
再
発
見
～

東海村下諏訪横穴で線刻画を調査する斎藤博士

広報とうかい №304 平成29年７月25日発行　▼発行 東海村（村長公室広報広聴課）
　〒319-1192 那珂郡東海村東海３丁目７番１号 ☎029（282）1711 http://www.vill.tokai.ibaraki.jp

　今月号から「広報とうかい」の本文に、高齢者や
視覚の弱い方でも誤読しにくいとされる書体「ユニ
バーサルデザインフォント（UDフォント）」を採用し
ています。
　ユニバーサルデザインフォントを採用すること
で、視力や環境に左右されず、誰もが読みやすく、
村民の皆さんに親しみやすい広報誌を目指します。
　今後も、分かりやすい文章の表現や見やすいレイ
アウトになるよう改善に向けて取り組みますので、
皆さんのご理解をお願いします。

【問い合わせ】広報広聴課広報戦略推進担当（☎282-
1711 内線1304）

ユニバーサルデザインフォントとは？
　より多くの方へ適切な情報を伝え
られるよう、ユニバーサルデザイン
の視点から、「文字のかたちが分かり
やすいこと」、「読みまちがえにくいこ
と」などに配慮して制作された書体の
ことです。


